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日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
退
職
者
の
会

第
４
回
全
国
総
会
が
、
京
都
市

「
京
都
平
安
ホ
テ
ル
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
総
会
に
は
、
中
央
幹
事
会

役
員
13
名
、
各
地
方
代
表
56
名

（
北
陸
地
方
代
表
と
し
て
坂
本

哲
治
会
長
、
串
田
信
行
事
務
局

長
、
東
秀
雄
富
山
連
協
事
務
局

長
が
出
席
）、
担
当
中
央
執
行

委
員
２
名
、
来
賓
と
し
て
柴
中

央
副
執
行
委
員
長
、
小
沢
ま
さ

ひ
と
参
議
員
候
補
予
定
者
等
５

名
の
方
々
が
参
列
さ
れ
、
会
員

の
拡
大
の
課
題
や
小
沢
ま
さ
ひ

と
後
援
会
会
員
加
入
目
標
達
成

へ
の
取
り
組
み
お
よ
び
組
織
慶

弔
制
度
問
題
な
ど
を
中
心
に
熱

の
入
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

協
力
会
員
制
度
等
を
活
用
し
多

く
の
仲
間
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
を
現
役
と
協
力
し

て
行
動
す
る
、
組
織
慶
弔
制
度

に
つ
い
て
今
後
も

　

継
続
維
持
を
し
充
実
さ
せ
て

い
く
―
―
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
来
年
７
月
の
第
25
回

参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
の
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
、
「
小
沢
ま
さ
ひ
と
」

票
を
実
績
と
し
て
出
す
こ
と
に

全
力
を
あ
げ
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

役
員
の
改
選
で
は
、
北
陸
か

ら
推
薦
で
結
成
当
時
か
ら
副
会

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
川

島
靖
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
後
任

と
し
て
坂
本
哲
治
さ
ん
が
幹
事

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

第４回全国総会で退任の挨拶をする川島靖前副会長
 

「
第
４
回
定
期
地
方
総
会
」
を
開
催

　

北
陸
地
方
退
職
者
の
会
は
７
月
22
日
、
金
沢
市
「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ザ
武
蔵
」
に
お
い
て
「
第
４
回
定
期
地
方
総
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

総
会
構
成
員
は
地
方
幹
事
10
名
と
連
協
代
表
24
名
。
提
案
す
る
議
案

は
本
誌
２
～
５
面
に
掲
載
の
と
お
り
で
す
。

役員の改選

第４回全国総会が終了

今年度の最重要課題として

「小沢まさひと」票を

 　実績として出すことに全力を
 

川
島
靖
副
会
長
が
退
任
し
、

坂
本
哲
治
幹
事
が
就
任
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２
０
１
８
年
度
活
動
計
画(

案)
１
．
Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
方
退
職

者
の
会
は
、
郵
政
関
連
職
場
で

働
い
た
仲
間
ど
う
し
が
「
生
涯

に
亘
り
親
睦
や
交
流
を
深
め
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
」
現
退

一
体
の
組
織
と
し
て
発
足
し
５

年
目
を
迎
え
ま
す
。
連
協
・
支

部
に
お
い
て
は
、
各
種
会
議
や

レ
ク
行
事
の
開
催
ま
た
退
職
者

連
合
の
諸
活
動
へ
の
参
加
な

ど
、
各
組
織
は
着
実
に
前
進
・

活
性
化
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

２
．
各
種
選
挙
に
お
い
て
も
退

職
者
の
会
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
推
薦

候
補
へ
の
支
援
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
７
月
実
施
の
第
25

回
参
議
院
選
挙
で
、
Ｊ
Ｐ
労
組

は
組
織
内
候
補
「
小
沢
ま
さ
ひ

と
」
を
擁
立
し
ま
す
。
無
名
の

新
人
候
補
で
あ
り
厳
し
い
た
た

か
い
と
い
え
ま
す
。
勝
利
に
向

け
、
ま
さ
に
現
退
一
体
の
取
り

組
み
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

３
．
北
陸
の
現
在
の
会
員
数
は

９
７
４
名
で
す
。
昨
年
の
総
会

時
と
比
較
す
る
と
33
名
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
新
規
加
入
者

が
少
な
く
高
齢
化
組
織
に
よ
る

死
亡
会
員
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。
未
加
入
者
の
方
へ
は
、

粘
り
強
く
呼
び
掛
け
を
継
続
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
新
規
退
職
者
に
つ
い
て
は

現
役
組
織
と
連
携
・
協
議
し
、

退
職
時
に
確
実
に
呼
び
掛
け
る

こ
と
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

４
．
組
合
員
・
会
員
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
活
動
と
し
て
現
役
組
織

と
連
携
し
、
退
職
後
の
諸
手
続

き
（
税
金
・
年
金
・
健
康
保
険

な
ど
）
の
説
明
、
医
療
・
介
護

制
度
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
、

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

し
ま
す
。

５
．
私
た
ち
退
職
者
は
、
後
輩

世
代
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
を
引
き
継
ぐ
使
命
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。
年
金
・
医
療
・

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の

充
実
を
目
指
し
な
が
ら
、
会
員

そ
し
て
組
合
員
か
ら
「
楽
し
く

頼
り
に
な
る
」
と
評
価
さ
れ
る

活
動
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

１. 

会
員
拡
大
の
取
り
組
み

（
１
）
第
３
回
地
方
総
会

（
２
０
１
７
年
7
月
23
日
）

以
降
の
新
規
加
入
者
は
７
名

で
し
た
。
死
亡
退
会
者
と
希

望
退
会
者
が
入
会
者
を
大
き

く
上
回
り
、
こ
の
１
年
間
で

33
名
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
前
年
度
は
46
名
の
新

規
加
入
者
が
あ
り
ま
し
た
。

新
規
加
入
者
が
大
幅
に
減
少

と
な
っ
た
の
は
未
加
入
者
の

高
齢
化
や
新
規
退
職
者
の
減

少
が
要
因
と
い
え
ま
す
。
し

か
し
、
拡
大
へ
の
情
熱
が
薄

れ
、
取
り
組
み
不
足
と
な
っ

た
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

２
．
「
協
力
会
員
」
へ
の
働

き
か
け

（
１
）
昨
年
、
定
年
・
勧
奨

等
で
退
職
後
、
再
雇
用
や
期

間
雇
用
等
で
働
く
Ｊ
Ｐ
労
組

組
合
員
を
協
力
会
員
と
し
、

退
職
者
の
会
の
会
報
を
送
付

ま
た
行
事
等
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
、
退
職
者
の
会
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
退
職

後
に
速
や
か
に
正
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
制
度
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

（
２
）
現
在
、
北
陸
に
お
け

る
協
力
会
員
は
２
１
６
名
で

す
。
こ
の
方
た
ち
の
入
会
が

今
後
の
組
織
拡
大
に
つ
な
が

る
と
名
簿
管
理
を
行
い
、
退

職
時
に
お
け
る
加
入
呼
び
か

け
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

３
．
共
済
活
動
の
推
進
と

「
共
済
会
計
」
の
有
効
活
用

（
１
）
退
職
者
（
退
職
者
の

会
未
加
入
者
も
含
む
）
の
共

済
加
入
者
は
、
共
済
商
品
の

一
部
に
お
い
て
現
役
加
入
者

を
上
回
る
加
入
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
加
入
継
続
と
加

入
促
進
に
向
け
、
連
協
・
支

部
の
会
議
や
行
事
に
併
せ
、

共
済
説
明
会
・
学
習
会
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

（
２
）
共
済
説
明
会
・
学
習

会
で
は
、
共
済
会
計
又
は
Ｊ

Ｐ
共
済
地
方
部
か
ら
の
経
費

負
担
に
よ
り
、
結
果
と
し
て

連
協
・
支
部
の
財
政
負
担
の

軽
減
が
は
か
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。

４
．
情
報
の
発
行

（
１
）
『
北
陸
地
方
退
職

者
の
会
会
報
』
は
第
３
回

地
方
総
会
以
降
、
「
第
14

号
（
2

０

１

７

年

10

月

１

日
）
」
「
第
15
号
（
２
０
１
７

年
1
月
1
日
）
」
「
第
16
号

（
２
０
１
８
年
4
月
1
日
）
」

Ⅰ 

は
じ
め
に

Ⅱ 
１
年
間
を
振
り
返
っ
て

（
３
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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「
第
17
号
（
２
０
１
８
年
７
月

1
日
）
」
を
発
行
し
て
き
ま
し

た
。

（
２
）
今
年
度
も
連
協
・
支

部
の
活
動
の
報
告
・
予
定
、

そ
し
て
年
金
・
医
療
・
介
護

等
、
高
齢
者
の
生
活
に
大
き

く
か
か
わ
る
社
会
保
障
制
度

の
内
容
や
問
題
点
な
ど
を
掲

載
し
て
き
ま
し
た
。

（
３
）
連
協
・
支
部
が
作
成

し
た
情
報
・
文
書
な
ど
に
つ

い
て
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

『
北
陸
地
方
退
職
者
の
会
会

報
』
発
行
時
に
同
封
郵
送
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

５
．
会
議
の
開
催

（
１
）
北
陸
地
方
退
職
者
の

会
は
地
方
幹
事
会
を
３
回
開

催
し
、
北
陸
に
お
け
る
活
動

と
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
・

意
思
疎
通
・
意
識
統
一
を
行

い
、
連
協
・
支
部
活
動
の
前

進
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

（
２
）
連
協
・
支
部
間
の
交

流
と
活
動
共
有
化
の
た
め
、

地
方
幹
事
が
所
属
の
連
協
・

支
部
以
外
の
会
議
や
行
事
に

参
加
を
し
て
き
ま
し
た
。

（
３
）
本
年
４
月
11
日
、
金

沢
市
に
お
い
て
地
方
幹
事
と

各
支
部
幹
事
（
代
表
）
の
総

勢
45
名
が
集
ま
り
、
「
合
同

支
部
幹
事
会
」
を
「
小
沢
ま

さ
ひ
と
」
組
織
内
候
補
者
迎

え
開
催
し
ま
し
た
。
参
院
選

勝
利
に
向
け
、
た
た
か
う
意

識
が
高
揚
し
た
会
議
で
し
た
。

Ⅲ 

具
体
的
な
行
動
展
開

　

北
陸
地
方
退
職
者
の
会
は
設

立
以
降
の
４
年
余
り
、
「
親
睦

と
交
流
」
を
基
本
と
し
て
活
動

し
組
織
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連

協
・
支
部
に
お
い
て
は
創
意
工

夫
し
た
諸
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
「
会
員
が
集

ま
り
楽
し
む
」
活
動
を
前
進
さ

せ
、
元
気
の
あ
る
組
織
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

　

退
職
者
の
会
の
基
本
理
念
は

「
生
涯
に
亘
り
会
員
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
」
こ
と
で
す
。
会
員
が

対
応
で
き
な
い
こ
と
や
困
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
現
役
組
織

と
も
連
携
し
相
談
に
乗
り
・
助

け
合
う
「
世
話
役
活
動
」
の
推

進
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

１

会
員
相
互
の
「
親
睦
と
交
流
」

２

会
員
へ
の
「
世
話
役
活
動
」

〇
協
力
会
員
の
対
象
者

　

定
年
・
勧
奨
等
で
退
職

し
た
後
も
郵
政
職
場
で
再

雇
用
や
期
間
雇
用
な
ど
で

働
く
Ｊ
Ｐ
労
組
組
合
員
の

方
。

〇
会　

費

　

退
職
者
の
会
の
年
会
費

は
徴
収
し
ま
せ
ん
。

〇
協
力
会
員
へ
の
取
り
組
み

・
退
職
者
の
会
が
発
行
す
る

会
報
を
郵
送
し
ま
す
。

・
退
職
者
の
会
が
取
り
組
む

親
睦
・
レ
ク
活
動
に
つ
い

て
周
知
・
参
加
を
呼
び
か

け
ま
す
。

・
退
職
時
の
失
業
給
付
・
年

金
・
確
定
申
告
な
ど
の
手

続
き
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

・
退
職
の
際
（
郵
政
職
場
）

に
は
、
退
職
者
の
会
ご
入

会
の
お
誘
い
を
い
た
し
ま

す
。

退
職
者
の
会

「
協
力
会
員
制
度
」

概
要

（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）
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３

会
員
拡
大
の
取
り
組
み

４

政
治
活
動
の
取
り
組
み

５

平
和
活
動
の
取
り
組
み

（
１
）
定
年
や
勧
奨
に
よ
る
退

職
者
の
方
へ
は
確
実
に
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
入
会

に
つ
な
が
る
よ
う
、
時
期
や
対

応
に
つ
い
て
は
現
役
組
織
と
協

議
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

す
。

（
２
）
再
雇
用
や
期
間
雇
用
等

で
働
く
Ｊ
Ｐ
労
組
組
合
員
に
は

協
力
会
員
と
し
て
、
退
職
者
の

会
会
報
の
送
付
ま
た
連
協
・
支

部
の
行
事
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
な
ど
、
退
職
者
の
会
に
理

解
と
共
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

（
３
）
協
力
会
員
の
退
職
は
事

前
に
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
退

職
時
の
加
入
呼
び
か
け
が
行
わ

れ
て
い
な
い
状
況
も
あ
り
ま
し

た
。
現
在
は
北
陸
地
本
の
名
簿

管
理
に
よ
り
、
若
干
遅
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
退
職
時
期
が
把

握
で
き
て
い
ま
す
。
速
や
か
な

加
入
対
応
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。

（
４
）
未
加
入
者
へ
の
呼
び
か

け
と
し
て
は
、
か
つ
て
同
じ
職

場
で
働
い
て
い
た
役
員
や
会
員

の
呼
び
か
け
が
有
効
で
す
。
来

年
の
参
院
選
ま
で
は
「
小
沢
ま

さ
ひ
と
」
後
援
会
加
入
と
合
わ

せ
、
総
力
を
挙
げ
呼
び
か
け
の

輪
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

（
５
）
拡
大
に
は
魅
力
あ
る
組

織
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
と

い
え
ま
す
。
「
楽
し
く
て
頼
り

に
な
る
」
と
実
感
い
た
だ
け
る

組
織
・
活
動
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
１
）
不
安
な
く
生
活
で
き
る

年
金
・
医
療
・
介
護
等
の
社
会

保
障
制
度
充
実
に
向
け
、
来
年

７
月
の
参
院
選
で
は
Ｊ
Ｐ
労
組

組
織
内
候
補
「
小
沢
ま
さ
ひ

と
」
の
勝
利
に
総
力
を
挙
げ
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）
来
春
は
統
一
地
方
選
が

行
わ
れ
ま
す
。
来
夏
の
「
小
沢

ま
さ
ひ
と
」
勝
利
に
つ
な
が
る

よ
う
、
連
協
・
支
部
は
各
選
挙

区
に
お
い
て
Ｊ
Ｐ
労
組
推
薦
候

補
の
必
勝
に
向
け
、
支
援
の
輪

を
拡
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請

い
た
し
ま
す
。

（
３
）
「
小
沢
ま
さ
ひ
と
」
勝

利
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま

ず
、
後
援
会
加
入
目
標
（
会
員

×
３
人
）
の
早
期
達
成
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
の
上
で
、
連

協
・
支
部
に
お
け
る
会
員
宅
訪

問
の
実
施
や
各
種
会
議
・
行
事

の
開
催
時
に
お
い
て
、
「
小
沢

ま
さ
ひ
と
」
の
浸
透
と
徹
底
を

は
か
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

（
４
）
選
挙
活
動
に
お
い
て

は
、
現
役
組
織
か
ら
私
た
ち
退

職
者
組
織
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
統
一
地
方
選
、

参
議
院
選
は
現
役
組
織
と
連
携

を
築
く
機
会
と
い
え
ま
す
。
連

協
・
支
部
に
お
い
て
は
で
き
る

限
り
現
役
組
織
と
事
前
に
意
思

疎
通
を
は
か
っ
て
の
活
動
を
要

請
い
た
し
ま
す
。

（
５
）
私
た
ち
の
声
を
政
治
の

場
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
Ｊ
Ｐ

労
組
が
設
立
し
た
政
治
活
動
組

織
「
み
ら
い
研
」
加
入
を
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
衆
・
参
で
３
分

の
２
の
勢
力
を
持
ち
、
憲
法
９

条
の
改
正
を
標
榜
し
て
い
ま

す
。
森
友
・
加
計
問
題
で
の
横

暴
も
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
安
心
し
て
豊
か

に
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
の
継

続
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｐ
労
組
や
退

職
者
連
合
の
取
り
組
ん
で
い
る

平
和
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
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８

各
種
会
議
の
開
催
等
に
つ
い
て

９

退
職
者
連
合
と
の
連
携

７

会
報
の
発
行

６

各
種
共
済
加
入
拡
大
の
取
り
組
み

　

「
Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
退
職
者
の

（
１
）
２
０
１
９
年
度
の
北
陸

地
方
退
職
者
の
会
「
第
５
回
定

期
総
会
」
に
つ
い
て
は
，
Ｊ
Ｐ

労
組
退
職
者
の
会
「
第
５
回
全

国
総
会
」
後
に
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

（
２
）
北
陸
地
方
幹
事
会
は
原

則
、
年
２
回
開
催
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ｐ
労
組
北

陸
地
本
と
協
議
し
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
適
時
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

（
３
）
北
陸
地
方
幹
事
会
役
員

は
で
き
る
限
り
連
協
・
支
部
に

お
け
る
会
議
や
行
事
に
出
向

き
、
意
思
疎
通
を
は
か
り
な
が

ら
活
動
の
輪
を
拡
げ
て
い
く
こ

　

Ｊ
Ｐ
共
済
生
協
、
㈱
郵
愛
の

各
種
共
済
商
品
は
、
助
け
合
い

の
保
証
制
度
と
し
て
加
入
促
進

を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
し
ま

す
。
連
協
・
支
部
に
お
け
る
会

会
会
報
」
の
発
行
回
数
は
年
４

回
を
基
本
と
し
ま
す
。
発
行
時

期
は
北
陸
地
方
幹
事
会
で
決
定

と
と
し
ま
す
。

　

各
県
の
退
職
者
連
合
と
の
連

携
を
深
め
、
高
齢
者
が
抱
え
る

諸
課
題
の
前
進
に
向
け
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。
ま
た
、
各
県
組
織
が
行
う

レ
ク
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

「
小
沢
ま
さ
ひ
と
後
援
会
」

活
動
へ
の
ご
協
力
を

　

Ｊ
Ｐ
労
組
第
11
回
定
期
全
国
大
会
で
組
織
内
候
補
予
定
者「
小

沢
ま
さ
ひ
と
」
は
、「
立
憲
民
主
党
」
の
公
認
候
補
者
と
し
て
戦

う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
者
の
会
会
員
の
み
な
さ
ま

方
に
一
人
３
人
の
後
援
会
へ
の
加
入
・
紹
介
活
動
を
８
月
末
日

ま
で
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地方幹事会の議論模様

議
・
行
事
な
ど
機
会
あ
る
ご
と

に
共
済
説
明
会
・
学
習
会
を
開

催
し
加
入
継
続
と
新
規
加
入
を

呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
親
し
み

の
あ
る
紙
面
づ
く
り
と
会
員
の

生
活
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
記
事
の

掲
載
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

北陸退職者の会「第３回定期総会」の模様
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